
、
 

ク
リ
ー
ン
五
所
川
原
 

主
婦
ら

泥
の
運
搬
作
業
 

発 行 所 

五所川原市役所 

446号 

昭和54年 5 月1日 

印 刷 西 北 印 刷 

上
げ
て
は
収
集
車

に
積
み
込
ん

で
い
ま
し
た
が
、
頭
か
ら
泥
水

の
し
ぶ
き
を
あ
び
る
場
面
も
あ

っ
て
、
悪
戦
苦
闘
、
 
「
さ
す
が

一
年
分
の
泥
、
重
さ
が
こ
た
え

ま
す

…
」
 
と
主婦
た
ち
も
汗
を

流
し
て
い
ま
し
た
。
 

ゴ
ミ
の
な
い
街
 

ぼ
く
ら
の
誇
り

春
の
泥
上
げ
清
掃
が
行
わ
れ

て
い
る
四
月
十
六
日
、
寺
田
市

長
ら
市
幹
部
、
町
内
会
連
合
会

の
主
婦
た
ち
が
街
頭
に
出
、
泥
 

【写
真
 
旭
町
通
り
で
】
 

（昭和54年 4 月1日現在）住民基本台帳から 

〔毎月2回・1日・15日発行〕 

・

ゴ
ミ
を
運
び
去
る

の
が
こ
の

日
の
作
業
で
す
。
 

当
日
は
、
旭
町
、
敷
島
町
通

り
に
市
清
掃
作
業

員
二
十
三
人

と
、
ロ
ー
ド
パ
ッ
カ
ー
、
ダ
ン

プ
あ
わ
せ
て
六
台
の
車
両

も
出

動
。
地
元
町
内
会
が
、

ダ
ン
ボ
 

ー
ル
や
木
箱
に
入
れ
て
積
ん
で

お
い
た
泥
・
ゴ

ミ
を
次
々
持
ち
 

の
運
搬
什
業
を
手
伝
い
ま
し
た
。
 

「春
の
ク
リ
ー
ン
作
戦
」
と

銘
打
っ
た
地
元
民
主
体

の
泥
上

げ
作
業
も
今
年
で
二
年
目
。
地

元
町
内
会
が
自
主
的
に
下
水
溝

や
側
溝
か
ら
上
げ
て
お
い
た
泥
 

よD、わう 

部
 

世 帯 数 	14,313 男 	25,376人 

女 27,039人 

( 
や
 

報

、
 

』
 

広
 

（昭和33年 9 月10日第 3 種郵便物認可、 

52,415人 



管
理
・

運
営
は

住
民
の

手
で
 

. 

市
が
広
田
団
地
に
建
設
し
て

い
た
コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ

ー
セ
ン
タ
 

ー
「
栄
」
が
完
成
し
、
四
月
十

四
日
、
セ
ン
タ
ー
に
寺
田
市
長
、
 

地
域
住
民
の
代
表
者
ら
約
百
人

が
出
席
し
て
落
成
式
が
行
わ
れ

ま
し
た
。
 

同
セ
ン
タ
ー
建
設
の
目
的
は
、
 

地
域
住
民
が
ま
と
ま
り
の
あ
る

地
域
社
会
を
作
っ
て
い
く
た
め

の
語
ら
い
の
場
を
提
供
し
よ
う

と
い
う
も
の
で
、
運
営
か
ら
管
 

理
ま
で
す
べ
て
住
民
の
手
で
行

わ
れ
る
独
得
な
も
の
で
す
。
 

こ
の
た
め
、
す
で
に
住
民
の

な
か
か
ら
百
十
人
の
代
表
者
が

選
ば
れ
、
 
「栄
地
区
住
民
協
議

会

（
菊池
五
郎
会
長
）
」
を
組

織
、
ま
た
同
協
議
会

の
委
員
三

十
五
人
で
運
営
委
員
会
も
発
足

し
、
運
営
方
法
な
ど
を
決
め
て

お
り
、
「自
分
た
ち
の
施
設
を
、
 

自
分
た
ち
で
運
営
す
る
」
体
制

を
固
め
て
い
ま
す
。
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、
、
 

③ （第 3種郵便物認可） 

、
 

完
成した
施
設は、

 千
、
 

 

二
十
六
平
方
H
の
敷
地
に
、
鉄

骨
造
り
一
階
建
て
耐
火
構
造
で

建
設
さ
れ
て
お
り
、
床
面
積
は

六
百
＋
五
平
方

H
。
芝
生
と
植

込
み
の
あ
る
中
庭
を
、
ガ
ラ
ス

張
り
で
囲
ん
だ
モ
ダ
ン
な
構
造
。
 

百
畳
間
の
集
会
室
、
ホ
ー
ル
、
 

調
理
研
究
室
、
遊
戯
室
、
図
書

室
も
備
わ
っ
て
、
各
種
の
会
合

向
き
に
で
き
て
い
ま
す
。
 

落
成
式
で
は
寺
田
市
長
が
、
 

「
こ
の
地
域
は
さ
ま
ざ
ま
な
職

業
の
人
々
が
住
ん
で
お
り
、
 一

人
一
人
の
心
の
触
れ
合

い
は
難

し
い
が
、
そ
れ
だ
け
に
こ
の
セ

ン
タ
ー
の
役
割
も
大
き
い
。
自

分
た
ち
の
地
域
社
会
を
自
分
た

ち
の
手
で
行
う
心
構
え
で
が
ん

ば
っ
て
ほ
し
い
 

」
 
と
激励

し
ま
し
た
。
 

コ
ミ

ュ
ニ
テ
ィ

ー
と
は
っ

・
 

ー
地
域
社
会
に
う
る
お
い

と
ま
と
ま
り
を

ー
 

コ
ミ
ュ
ニ
テ
イ
ー
と
は
、
そ

の
地
域
に
住
む
人

々
が
、
温

か
な
ふ
れ
あ

い
を
通
じ
て
話

し
合
い
、
助
け
合
い
、
よ
り

よ
い
環
境
や
心
豊
か
な
暮
ら

し
を
求
め
て
協
力
し
あ
え
る

よ
う
な
む
ら
・
ま
ち
の
こ
と
 

で
す
。
 

そ
し
て
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
は
、
 

そ
の
地
域
に
住
ん
で

い
る
人

々
が
、
自
ら
日
常
生
活
の
場

を
点
検
し
、
望
ま
し

い
地
域

社
会
で
あ
る
た
め
に
は
ど

の

よ
う
な
活
動
と
、
ど
の
よ
う

な
施
設
が
必
要
で
あ
る
か
を

考
え
、
行
動
し
て
つ
く
り
あ

げ
る
理
想
の
地
域
社
会
の
こ

と
で
す
。
 

ホールで行われた落成式 

	 、 

節約の心が育つ 

日ごろのしつけ 
	 ーーー 	 ーノ 

ノ 

× 

採光も兼ねた中庭 
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初心者歓迎 

市勤労青少年ホームでは、下記教室の受講者を 

募集しています， 

ふるつてご応募下さい 

ロ時間 午後5時30分から ロ受講料 無料です。 

ロ申込み締切り 5 月15日 

室名 定員 と 	き と こ ろ 材料費 

お茶 に

J
 

人
  

5 月18日か 

ら 7 月20日 

まで。 

毎週金曜日 

市勤労青 

少年ホー 

ム 

本人負担 

◇利用できる方 15歳から30歳までの勤労青少年で、ホー 

ムに登録していること。 

◇利 用 料 年額200円いただきます。（利用証交付の

際徴収します。）ただし、バドミントンは

ンャトルコック代としてさらに1カ月200 

円いただきます。‘ 

◇利 用 種 ,目 バレーボール、バスケットボール 第1・

第 3 月曜日 バトミントン、硬式テニス

第 2 ・第 4 月曜日 卓球（サブ体育館）毎

週月曜日 

⑥ご注意 利用証の提示がないと入館（利用）できませんの

で、ご留意下さい。利用証を更新いたしますからJ日利用

証を事務室まで持参しで下さい。 

＠詳しいことは、市勤労青少年ホーム（ft④3602番）まで

お問い合わせ下さい。 

ジ

ョ
ッ
キ
ン
グ
（

マ
ラ
ソ
ン
 

は
よ
う
サ
イ
ク
 

市
教
育
委
員
会
で
は
、
健
康

と
体
力
の
増
進
を
図
る
た
め
、
 

い
つ
で
も
だ
れ
で
も
利
用
で
き

る
ジ

ョ
ッ
キ
ン
グ
コ
ー
ス
を
開

設
し
ま
し
た
。
 

朝
の
す
が
す
が
し

い
空
気
を

吸
い
な
が
ら
、
家
族
そ
ろ
っ

て

ご
利
用
下
さ
い
。
 

ロ
開
設
期
間
 
四
月
二
十
九

日
（
日
）
ー
十
月
三
十
一
日
 

（水
）
ま
で
。
 

五
小
体
育
館
を

開
放
 

十
人
以
上
の

団
体
等
に
 

市
教
育
委
員
会
で
は
、
地
域

住
民
の
日
常
生
活
に
お
け
る
ス

ポ
ー
ッ
活
動
の
場
を
提
供
す
る

た
め
、
五
所
川
原
小
学
校
体
育

館
を
学
校
教
育
に
支
障
の
な
い

範
囲
で
開
放
し
ま
す
。
 

ロ
利
用
で

き
る
団
体
等
 

ス
ポ
ー
ッ
グ
ル
ー
ブ
等
で
代

表
者
を
お
き
、
十
人
以
上
の
グ

ル
ー
プ
活
動
を
し
て
い
る
こ
と
。
 

詳
し
く
は
、
市
教
育
委
員
会

・

保
健
体
育
課
（
。
『
円
二一
九
一
一

番
）
へ
お
問
い
合
わ
せ
下
さ
い
。
 

（午
前
六
時
に
出
 

発
、
八
時
解
散
。
）
 

ロ
参
加
者
 
原
 

則
と
し

て
小
学
校

三
年
生
以

L

（
た

だ
し
、
父
兄
同
伴

な
ら
そ
れ
以
下
で

よ
い
）
男
女
 

ロ
障
害
保

険
料

ス
ポ
ー
ッ
障
害

保
険
料
と
し
て

一

人
年
間
、
児
童

・

生
徒
が
三
百
四
ト

円
、
 一
般
が
六
百

八
十
円
必
要
で
す
り

ロ
間
い
合
わ
せ

先
 市

教
育
委
員
会
・

保
健
体
育
課

（
廿
 

4
一，
．
一九
一
一番
）
 

筆

，
 

<
 

コ
ー
ス
を

開
設
 

ロ
時
間
 
自
由

で
す
 

ロ
コ
ー
ス
 
市
庁
舎
前
「
お

祭
り
広
場
」
ー
堤
防

ー
元
町
浄

水
場

i
折
り
返
し
点
ー
八
幡
宮

神
社
ー
柳
町
ー
「
お
祭
り
広
場
」
 

（
延
長
三
、
〇
〇
〇
）
"
)
 

希
望
者
に
は
、
 
「
正
し

い
走

り
方
」
 
の
バ
ン
フレ

ツ
ト
を
差

し
上
げ
ま
す
。
ご
利
用
下
さ
い
。
 

ロ
間
い
合
わ
せ
先
 

市
教
育
委
員
会

・
保
健
体
育

課
（
容
④
三
一
九

二
番
）
 

リ
ン
グ
」
が
始
 
ト

ま
り
ま
す
の
で
、
 
一

家
族
そ
ろ
っ

て
 
タ

ご
参
加
下
さ
い

o
 
ス
 

ロ
開
催
日
 

f

一
 

敏
「
制
「
日
 
ヴ
 

翫
記
識
 
ン
 

止
の
場
合

は
、
 
ー
 

第
二
日
曜
日
ど
 
ク

ロ
コ
ー
ス
 
イ

毎
回
変
わ
り
 
サ

ま
す
o

（
約
一
〇
 
．
つ
 

ー
一
五
騒
）
 
よ

ロ
受
付
け
 
は

毎
回
午
前
五
 

お

時
三
十
分
か
ら
 

F
 

市
民
文
化
会
館
 

前
で
行
い
ま
十
 

くらしと趣味の教室 勤労青少年の体育館利用のお知らせ 
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（・日本専売公社・） らょっとした心づかいも味のうち 

《
 

へ
 

マ
マ
さ
ん
バ
レ

ー
ボ

ー
ル
 

ク
ラ
ブ
員
を
募
集
 

バ
レ
ー
ボ
ー
ル
を
と
お
し
て

健
康
な
体
力
づ
く
り
を
し
ま
し

よ
・
フ
。
 

「
五
所
川
原
市
女
性
バ
レ

ー
 

市
ス
ポ
ー
ッ
少

年
団
本
部
で
は
、
 

ス
ポ
ー
ッ
活
動
を

と
お
し
て
児
童

・

生
徒
の
健
全
な
心

身
の
育
成
、
指
導

を
行
っ
て
お
り
ま

す
。
 

こ
の
た
め
、
五

十
四
年
度
の
ス
ポ
 

ー
ッ
少
年
団
団
員

を
次
の
要
項
で
募

集
し
て
お
り
ま
す

の
で
ふ
る
っ
て
ご

参
加
下
さ
い
。
 

ロ
柔
道
ス
ボ
ー
 
 

ボ
ー
ル
ク
ラ
ブ
」
 
では
、
一
一つ
 

ブ
員
を
募
集
し
て
い
ま
す
。
 

市
内
に
住
ん
で
い
る
女
性
は

だ
れ
で
も
加
入
で
き
ま
す
の
で
、
 

ツ
少
年
団
 

◇
練
習
日
 
毎
週
月
・
水
・
 

金
曜
日
・
（
午後
五
時
三
〇
分
か
 

ら
六
時
三
〇
分
ま
で
。）
 

◇
練
習
会
場
 
市
立
三
道
会
 

館
 ◇

申
込
み
先
 

市
教
育
委
員
会
、
保
健
体
育
，
 

課

（
。④
三
一
九
二
番
）
鈴
木

◇
サ
イ
ク
リ
ン
グ
ス
ポ
ー
ツ

少
年
団
 

◇
参
加
者
 
小
学
四
年
生
か

ら
中
学
二
年
生
ま
で
の
男
子
生

徒
。
 
（自
転
車
に
制
限
が
あ
り

ま
す
。）
 

◇
定
例
会
 
毎
月
一
回
コ

ー
 

ス
を
決
め
て
行
い
ま
す
。
 

◇
申
込
み
先
 
市
内
鎌
谷
町
 

「
サ
サ
キ
サ
ィ
ク
ル
店

（
佐
々

木
清
広
）
」
 
（
。④
一
三
二
一
一

番
）
 

◇
剣
道
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団

◇
練
習
日
 
毎
週
月
・
水
・

金
曜
日
。
 
（
午後
五
時
三
〇
分

か
ら
午
後
六
時
三
〇
分
ま
で
。）
 

◇
申
込
み
先
 
市
内
本
町
 

「く
し
び
き
写
真
店
（
櫛
引
忠

造
）」
（
。
⑤
二
三
五

一
番
）
 

,
 

初
じ
の
方
でも
ふ
る
っ

て
ご
、
 

 

加
下
さ
い
。
 

ロ
練
習
日
 
毎
週
木
曜
日
午

後
七
時
か
ら
九
時
ま
で
 

ロ
練
習
会
場
 
五
所
川
原
小

学
校
体
育
館
 

ロ
申
込
み
先
 

市
教
育
委
員
会
・
保
健
体
育

課

（
。
円

二
一
九
二
番
）
鈴
木
 

ロ
と
き
 
五
月
八
日
か
ら

七
月
末
日
ま
で
。
 （
毎
週
火

曜
日
午
後
五
時
三
〇
分
か
ら

七
時
ま
で
c)
 

ロ
と
こ
ろ
 
市
民
体
育
館

ロ
受
講
資
格
 
中
、
高
校

生
及
び

一
般
 

「
銃
剣
道

教
室

」
を
開
講
 

ロ
服
装
 
ト
レ

ー
ニ
ン
グ
 

1
"
Lア
、
ズ
ッ
ク
靴
 

ロ
受
講
料
 
無
料
 

ロ
連
絡
先
 
五
所
川
原
市
 

銃
剣
道
協
会
事
務
局

（
参4
1
 

た
喫
四
唾
 

スポーツ少年団 
団員を募集 

く
t
ノ
、
くく
く
く
く
J、
くJ
、
く
5

り
、
J
、
く
ノ
？
、
ノ
、
く
く
「
、／
、
、
‘
、
J
 

SmokdC二II 界皿のおやおて 

I 



牟企業経営改善資金融資制度のこ案内 

1 市内で1年以上事業（商工業）を営ん

でおり、所得の申告をしている方。 

2 6 カ月以前から商工会議所の指導を受

けている方。 

3 従業員が製造、建設業では20人以下、 

商業、サービス業では 5 人以下の小企

業者。 

4 納付すべき税金を完納していること。 

なお、詳しいことは五所川原商工会議所 

（廿⑤-2121番）にお間い合せ下さい。 

商工会議所では、小企業者が必要とする無 口資格要件 

担保、無保証人で、しかも低利に融資する制 	1 市内 

度の申込みを受け付けています。 	 でお 

ロ融資の条件 	 ‘ 	 2 6 カ 

ー

ー

，
ー

，

,
,
.
I
Jぎ
 

最高限度額 	300万円（ただし、運転 

資金は250万円まで。） 

返済期間 	設備資金は 4 年以内 

（月賦返済） 

運転資金は 2 年半以内 

、 	（月賦返済） 

利 	率 	年6.6%（担保、保証人は 

『 	いりません。） 

最高限度額 

国際児童年 

国際児童年1979 

＊

読
・
＊
 
*

＊
中
 

塞
裁
 

“
雌
 
＊

《
占
・＊
 
*
 
*
 

'
  *
*
*
*
*
*
 

，

・い
】
・＊
 
*
 
*
*
 

*
 

・

ソ
 ＊
 
・
 

*
*
 

 

い
＊
 
*
 

*

*

J
 

J
 *
 
*
 

＊

・
呂・
 

*
*
*
*

．大
＊

:
＊
な

＊
＊
中
月
＊
、
・
幻
い
＊
＊
い
「
き
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昭和54年（1979年） 5月1日（446号） ⑥ 

、‘ 

今
年
は
国
際
児

童
年
で
す
。
 

世
界
百
五
十
三
カ
国
に
わ
た
る
国
が
、
そ
れ
ぞ
れ
自
国
に
お
け

る
児
童
対
策
プ

ロ
グ
ラ
ム
を
再
検
討
す
る
と
同
時
に
、
開
発
途

上
国
の
困
窮
児
童
を
救
う
た
め
の
国
際
的
な
援
助
政
策
を
強

化
、
 

促
進
す
る
目
的
で
国
連
が
指
定
し
ま
し

た
。
こ
の
趣
旨
に
そ
っ

て
、
す
で
に
多
く
の
国
て
各
種
の
計
画
が
検
討
、
実
施
さ
れ

つ

つ
あ
り
ま
す
。
 

政
府
レ

ベ
ル
に
限
ら
ず
、
民
間
団
体
も
積

極
的
な
参
加
が

の

ぞ
ま
れ
て
い

ま
す
。
 

〈行事及び活動実施の基本方針 の中に「効果的推進」を図るため 

1 「子どもの日」(5月 5 日）を中心とする児童福祉週間及びその前後 

2 小・中学校の児童・生徒等の夏季休業の期間 

3 児童権利宣言記念日（11月20日）を中心とする期間、各種行事に積極的 

に参加しましよう。 

0五所川原市教育委員会 
	

0五所川原市少年補導協力員連絡会 

・国連青少年の家 
	

〇五所川原市連合PTA 

・少年補導センター 
	

〇五所川原市子ども会育成団体連合会

〇五所川原市青少年問題協議会 

ど
の
子
に
も

明
る
い
未
来
と
し

あ
わ
せ
を
 



五
所
川
原
青
年
ク
ラ
ブ
 

（
藤
森
健
悦
会
長
）
は
、
 

四
月
十
五
日
柳
町
牧
水
公

園
に
あ
る
ひ
ょ
う
た
ん
池

の
清
掃
奉
仕
を
し
ま
し
た
。
 

こ
の
日
は
、
藤
森
さ
ん

ら
二
＋
人
が
早
朝
か
ら
出

て
、
ス
コ
ッ
プ
や
ホ
ウ
キ

で
池
に
た
ま
っ
た
泥
や
ゴ

ミ
を
あ
げ
き
れ

い
に
し
た

も
の
で
す
。
 

同
ク
ラ
ブ
の
清
掃
奉
仕

は
、
今
年
で
七
年
目
に
な

り
ま
す
。
 

催
者
、
協
賛
団
体
の
関
係
者
が

そ
ろ
っ
て
テ
ー
プ
カ
ッ
ト
、
詰

め
か
け
た
市
民
と
も
ど
も
入
場

し
ま
し
た
。
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,
 

う
る
お
い
の
あ
る
街
を
 
、
 

環
境
緑
化
ま
つ
り
賑
う
 

生
徒
に
贈
ら
れ
た
桜
と
梅
の
苗

木
は
二
万
六
千
七
百
本
に
な
り
 

ま
す
。
 

開
会
式
で

は
こ
の
あ
と
、
 

長
か
ら
児
童
・
生
徒
代
表
（[，
》
 

小
一
年
生
長
内
英

子
さ
ん
ら
四
 

人
に
苗
木
が
手
渡
さ
れ
ま
し
た
。
 

こ
れ
ま
で
、
新
入
学
児
童
・
 

主
 

環
境
緑
化
ま
つ
り
「
花
と
緑

の
市
」
が
四
月
二
十
日
か
ら
四
 

日
間
、
市
庁
舎
前
「

お
祭
り
広

場
」
で
開
か
れ
、
花
と
緑
を
求
 

め
る
市
民
た
ち
で
賑
い
ま
し
た
。
 

初
日
の
開
会
式
で
は
寺
田
市

長
が
、
 
「当
市
は
過
去
二
度

の

大
火
に
見
舞
わ
れ
、
緑
が
他
の

都
市
に
比
べ
て
少
な
い
。
環
境

の
緑
化
を
図
っ
て
う
る
お

い
の

あ
る
住
み
よ
い
ま
ち
を

つ
く
り
 

た
い
 

し
た
。
 

」
と
あ
い
さ

つ
し
ま
 

次
い
で
、
今
春
新
し
く
一
年

生
に
な
っ
た
小
・
中
学
校
の
児
童
 

・

生
徒
に
千
七
百
本
の
桜
と
梅
の

苗
木
が
贈
ら
れ
、
小
山
市
教
育
 

墓地の購入者を募集 

市都市計画課では、 「長者森平和公園墓地」の購入

者を募集しています。 

ロ募集区画 	220区画 

ロ墓地面積 	1区画 5n 

ロ永代使用料 	110,000円 

ロ管 理 料 	3,000円（年間） 

ロ受 付 け 

常時受け付けしています。 

申し込みと同時に、永代使用料と管理料を納付して 

いただきます。 

ロお間い合わせ 

詳しくは、市都市計画課（胃⑤2 1 1 1番・内線 2 

33番）へお問い合わせ下さい。 

野
草
の
花
だ
よ
り
 

▽
セ
ン
ボ
ン
ヤ
リ

（
キ
ク
科
）
。
 

日
当
り
の
よ
い
山
地
に
生
え
る

多
年
草
で
す
。
葉
は
根
生
し

ロ

ゼ
ッ
ト
状
で
下
面
に
は
白
い
綿

毛
を
密
生
し
ま
す
。
 

花
の
茎
が
長
く
伸
び
る
さ
ま

を
「
千
本
槍
」
 
にた
と
え
て
の

和
名
の
由
来
で
す
。
 

▽
グ
ン
パ
イ
ナ
ズ
ナ

（
ア
ブ

ラ
ナ
科
）
。畑
や
路
傍
に
生
え
る

二
年
草
で
す
。
こ
れ
と
同
じ
仲

間
の
ナ
ズ
ナ
や
マ
メ
グ
ン
パ
イ
 

ひょうたん池の泥あげ奉仕 

五所川原青年クラフ 

五
月
下
旬
ー
六
月
上
旬
 

ナ
ズ
ナ
は
、
県
内
に
普
通
に
見

ら
れ
ま
す
が
こ
の
種
は
五
所
川

原
で
の
報
告
を
聞

い
て
お
り
ま

せ
ん
。
 

し
た
が
っ
て
、
フ
ラ
ワ

ー
セ

ン
タ
ー
の
今
回
の
記
録
が
は
じ

め
て
の
よ
う
で
す
。
和
名
の
由

来
は
果
実
の
形
が
「
軍
配
」
に

以
て
い
る
ナ
ズ
ナ
と
い
う
こ
と

で
す
。
 

▽
ウ
ワ
ミ
ズ
ザ
ク
ラ

（
バ
ーフ

科
）
。山
地
に
生
え
る
落
葉
高
木
 

で
す
。
和
名
は
「
上
構
桜
」
 
か

ら
転
化
し
た
も
の
で
す
。
む
か

し
亀
甲
で
占
い
を
行
う
と
き
、
 

こ
の
材
の
上
面
に
溝
を
彫
っ
て

使
っ
た
の
で
「
上
溝
」
と
な
っ

た
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。
 

こ
の
仲
間
に
エ
ゾ
ノ
ウ
ワ
ミ

ズ
ザ
ク
ラ
も
あ
り
ま
す
が
、
葉

に
あ
る
密
腺
の
位
置
と
花
び
ら

と
、
お
し
べ
の
関
係
で
見
分
け

が

つ
き
ま
す
。
 

（
津軽
フ
ラ
ワ

ー
セ
ン
タ
ー
）
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市
内
芭
蕉
、
 

布
施
病
院
院
長

布
施
清

一
氏
は

四
月
十
二
日
、
 

市
教
育
振
興
会

へ
現
金
四
十
万

円
、
市
立
図
圭
戸

館
へ
現
金
三
十

万
円
を
そ
れ
ぞ

れ
寄
付
し
ま
し

た
。廿
写
真
上

井

二
月
二
十
七

日
、
老
衰
で
亡

く
な
っ
た
養
母

飛
島

ニ
ジ
さ
ん
 

（七
六
）
の
香

典
返
し
で
贈
っ

た
も
の
で
す
。
 

教育振興会等へ70万円寄付 
布施病院院長 

す
‘
己
 
と
大喜
び
。
 

こ
の
日
も
、
中
里
町
と
森
田

村
の
特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
を

慰
間
し
、
美
声
を
披
露
し

て
お

年
寄
り
か
ら
大
変
喜
ば
れ
ま
し

た
。
 

に m  
2 期 3 期 4 期 全期 

市県民税 

り日 

6.30 8.31 10.31 12.28 

固定資産税 5.31 7.31 9.30 11.30 

健康保険税 7.31 9.30 11.30 12.28 

軽自動車税 5.31 

ホ
ー
ム
慰
問
の
 

つ
が
る
さ
ん
に
感
謝
状
 

市
税
等

の
納
付
は
 

金
融
機
関
の
窓
ロ

へ
 

乳幼児の健康診断 

市では、乳幼児の健康診断と健康相談を次の日程で行い 

ます。 

該当する赤ちゃんには、受診させるようにして下さい。 

ロ受付時間 午後12時45分から 1時30分まで。 

ロ持参するもの 母子健康手帳、バスタオル 

現在、病気治療中かほかの医療機関で健康診断を受けて 

いる乳幼児はご遠慮下さい。 

ロ1歳 6 カ月児の健診の場合、歯科の指導があります。 

I」 	齢 対 	象 と 	き と 	こ 	ろ 

3 カ 月 児 
昭和54年 

1月生まれの 
乳 	児 

5 月 9 日 中央公民館 

6 カ 月 児 
日
 
刀
口
 

5
3H
 

年
生
 

」
よ
 
の
 

和
1
0乳
 

れ

児
  

5 111511 ク 

1歳 6 カ月児 
日
 
刀
ロ
 

5
2
月
 
年

生
 

＋
よ
 

和
1
1乳
 

のれ

児
  

5 月22 I I 

四
月
か
ら
市
役
所
支
所
で

収

納
事
務
を
取
り
扱
っ

て
お
り
ま

せ
ん
の
で
、
市
税
等

の
納
付
に

は
農
協
等
の
金
融
機
関
を
ご

利
 

「
お
年
寄
り
の
慰
問
あ
り
が

と
う
」
 

本
県
出
身
の
演
歌
歌
手
つ
が

る
ひ
ろ
子
さ
ん

（
ク
ラ
ウ
ン
レ

コ
ー
ド
）
が
、
四
月
十
六
日
市

庁
舎
を
訪
れ
、
寺
田
市
長
か
ら

感
謝
状
を
贈
ら
れ
ま
し
た
。
 

感
謝
状
を
贈
ら
れ
た
の
は
、
 

つ
が
る
さ
ん
が
、
郷
土
巡
業
の

か
た
わ
ら
市
立
養
護
老
人
ホ
ー
 
 

用
下
さ
い
。
 

な
お
、
納
税
通
知
書

を
紛
失

さ
れ
た
と
き
は
、
納
付
書
を
発

行
し
ま
す
の
で
市
収
納
課
、
ま
 

ム
「
く
る
み
園
」
を
は
じ
め
数

回
に
わ
た
り
福
祉
施
設
を
慰
問
、
 

老
人
福
祉
の
向
上
に

貢
献
し
た

た
め
で
す
。
 

市
長
か
ら
感
謝
状
と
記
念
の
 

「虫
送
り
人
形
」
を
贈
ら
れ
た

つ
が
る
さ
ん
は
、
 
「
こ
れ
か
ら

も
時
間
の
許
す
限
り
五
所
川
原

を
訪
れ
、
お
年
寄
り
の
皆
さ
ん
 

ー
私
の
歌
を
聞
し

て
も
ら

《
 

 
か
 

た
は
支
所

へ
ご
連
絡
下
さ
い
。
 

ロ
収
納
金
融
機
関
 

青
森
銀
行
五
所
川
原
支
店
、
 

青
森
県
信
用
金
庫
五
所
川
原
支

店
、
み
ち
の
く
銀
行
五
所
川
原

支
店
、
津
軽
信
用
金
庫
五
所
川

原
支
店
、
東
奥
信
用
金
庫
五
所

川
原
支
店
、
北
奥
羽
信
用
金
庫

七
和
支
店
。
 

五
所
川
原
市
農
業
協
同
組
合
、
 

同
各
支
所
、
七
和
農
業
協
同
組

合
、
栄
農
業
協
同
組
合
、
松
島

村
第
一
農
業
協
同
組
合
、
第
一

中
川
村
農
業
協
同
組
合
、

嘉
瀬

農
業
協
同
組
合
毘
沙
門
支
所

市
税
の
各
納
期
限
 

上
記
の
と
お
り
と
な
っ
て
お

り
ま
す
の
で
、
引
き
続
き
納
期

限
内
納
税
に
ご
協
力
下
さ
い
。
 

ク
レ

ー
ン
運
転
士
、
試
 

験
の

た

め

の
講
習

会
 

ロ
と
き
 
五

月
二
十
九
日
 

（火
）

ー
三
十

一
日

（
木
）
午
前

九
時
か
ら
 

ロ
と
こ
ろ
 
西
北
労
働
基
準

協
会
会
議
室
 

ロ
受
講
手
続
き
 

1

受
講
申
込
書

（
受
講
料
及

び
テ
キ
ス
ト
代
を
添
え
て
お
申

し
込
み
下
さ

い
。
）
 

2
受
講
料
 
一
人
 

五
千
円
 

3

テ
キ
ス
ト
代
 
運
転
士
教

本
等
 
千
二
百
円
 

ロ
締
切
り
 
五
月
七
日
。
た

だ
し
、
定
員
六
十
人
に
達
し
次

第
締
め
切
り
ま
す
。
 

ロ
申
込
み
先
 
五
所
川
原
市

新
宮
町
八
四
ー
五
、
社
団
法
人

西
北
労
働
基
準
協
会

（
，⑤
六

三
三
六
番
）
 

街
頭
献
血
に
 

ご
協
力
を
 

県
の
移
動
採
血
車
“
青
い
 

鳥
号
〉
が
次
の
日
程
で
街
頭
 

献
血
を
行
い
ま
す
。
 

ロ
と
き
 
五

月
四
日
（
金
）
 

午
前
十
時
か
ら
午
後
三
時
ま
 

で
 ロ

と
こ
ろ
 
国
鉄
五

所
川

原
駅
前
 

ロ
と
き
 
五

月
＋
七
日
 

（
木
）
午
後
一
時
三
十
分
か
ら

午
後
三
時
ま
で
 

ロ
と
こ
ろ
 
西
北
中
央
病

院
敷
島
分
院
前
 

広
報
紙
の

早
期
配

布
に
ご

協
力
下

さ
い
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